
Title ヴァルガ著 広島定吉訳 ドイツ帝国主義の歴史的特殊性
Sub Title
Author 山本, 登

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1947

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.40, No.1 (1947. 1) ,p.47- 49 
JaLC DOI 10.14991/001.19470101-0047
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19470101-

0047

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


機
械
瘐
滎
度

經
濟
ゆ.
n
味

、
つ
て
、
货
辦
的
均
衡
，を
維
持
す
'
ベ
き
、
'

S

®

故
止
時
肫
も
變
ノ

_

I

f

_

l

f

期
i

p

i

_
; i
_

l

_

_

_

l

 

漪
察
す
る
場
合
に
も
'

此
の
® -

を
考
察
し
な
け
れ
に
な
ら
ぬ0

豫 

ハ.; *

の
»

ヵ
他
龙
4

_

伽
^

ふ
：裼

齋

に

ば
.、
：
现

能» '
—

况
_

於

修

：. 1

ー
；： 

::

'
鳩

雜

_

雜

轉

砂
.猶

返

せ

ぁ

^

騰

；W

版
^

■

の
-'
- 

例
に
於
け
る
如
く
、
衝i

f

の
場
合
を
考
へ
れ
ば
、
速
：蜱
休
止
I
/KI
'
- 

る
败
邊
闾
復
の
有
効
時
間
は
、
繰
返
囘
數
の
- %

加
と
共
に
、
減

少
. 

す
る
4

の
、
如
く
で
あ
名
0

從
つ
て
、
實
質
卜
*

の
1

^

^

祖
ょ
、
 

猫
賴
的
に
咐
加
す
る
0

、恶
し
、
休
止
時
問
の
變
化
を
、
常
初
の
計 

ー：.纖
め
.中
で
_

:

し
；1

讯
^

:

银
康
必
播
_

肥
徵
初
嫌
_

爾
;1
;

:

ー：

.

り
、
然
も
、，
遠
い
將
來
に
间
ふ
程
、
梁
秘
的
に
咐
加
す
る
で
ぁ
ら

丸
差
別
泔
線
の
；形
狀
の
變
化
を
»:
.
定
す
'
.る

の

：
は

：、

沿

^

^

の

心 

观
狀
態
で
あ
り
、
坐
產
仙
線
の
形
狀
の
變
化
を
決
足
す
る
も
の 

は
、
技
術
狀
態
で
あ
' 6

。
，
固

定

資

本

，
の

现

«

の

決

定

に

疲

努

度

を
 

採
り
入
れ
て
考
へ
た
場
合
、
Z

軸
に
は
豫
想
の
彈
カ
性
と
疲
穷
度
. 

の
迆
行
離
の
比
を
之
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
兩
#

の
間
に
は
、
ニ

‘ 

'

.

I 

:
■
 

’ T
.

,

;

、四
六
'

"

:(

相
六

〕

：
；

_

:

,

:

. 

:

般
に
"

取
純
な
る
與
|

的
關
係
は
布
'在
し
な
い
か
ら
>,

ユ〜

 

、祓
利
線
よ
り
も
、
更
に
複
雜
な
肋
線
と
な
り
、
,
> 

又̂

軸
と
の
®

 

係
も
一
曆
棋
雒
化
す
る
で
あ
^

3

。
然
も
、
限
界
速
度
及
び
嬋
性 

變
形
を
も
•考
處
す
れ
ば
、
此
の
'
咐
線
は
、
必
中
し
も
述
續
ず
る
- ̂

は
、1

K

ひ
雛
い
で
あ
ら
ぅ
。
、

評
1

派
原
博
十
：
河
氺
助
敫
段「

命̂

:

料
の
^

^

观
度
に
.
及
|'
|
:
'す
.

、

遝
鞞
休
lh

の
^ -i

d

 

C
H

業
雜
誌
笫
ネ
九
rL
*

號〕

■-
'
'vr
-
:'
'
-
#;2
-'
:
:^
训

.#
,
 

る

：
翁

午

：
ゆlf
!
J題 I.: C

H
_

.

•

划
訪
^

九
九
七
.
雜〕

：

;,
:
■

パ
^

3

 

谳
博
士： 
■

拗
.
ヴ
_

1_
1

.

0»
甘
氺
機
'̂

學
#

雜
誌
笫
彐
o

七
.

.

號

〕

' 

ジ

■

十

：.ッ
:*

'
.
.
'
.
'
.
s
'
.
.
.
.
.
.
.
.
一
.

■

-

.'

.

.

,

• 

. 

J
- 

• 

- 

- 

.

.

. 

\ 

.

■
ン
："
'ィ
ノ

“
；
.:
-

$
 

.
へ：：

,
7,

本

へ

:' 

.
" , 

.■-

.
登

ニ
ス
ー
ル
ン
べ
ル
グ
阀
際
*取
辦
毅
判
の
判
決
に
装
き
"
膂
て
の
ナ
チ
ス 

め
領
袖
の
愐
々
は
、
.
夢
破
.
れ
て
刑
場
の
露
と
^

兄
た
。
洵
に
今
日
の
ド
ィ 

ツ
の
運
命
を
も
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
ビ
タ
ト
ラ
ー
を

中
心
と
す
る
ナ
チ 

X

の
誤
れ
る
國
家
舰
赞
、；；_

浪
指
嫌
、の
’結
染
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ 

名
.
が
、̂
:
-
-
の

文

明

へ

が

叛

激

、

¥;
:

#

ク

ー

自

残

乂
 

は
、國
際
法
廷
に
お
い
て
晒
す
所
な
く
执
出
さ
れ
た
。

，

だ
が
玆
で
わ
れ
く
は
"

何
故
に
'ド
ィ
ツ
が
ナ
チ
ス
の
領
導
下
に
、
か
. 

く
も
孢
め
ら
れ
た
發
旭
を
迪
ら
ざ
る
を
傅
な
か
つ
た
か
に
關
し
、

そ
の
必 

:
紙
的
因
曲
を
1

^

的
.:
>
:
'
:社
#

妳
^

^

に

截

：：
い
，
て
，

'

':
:

<

)

:

'

;

^

|

^

檢

校

ず1

耍

：

.̂
:
が

#
:參
っ

ず

巧

ど<:
;
'私
同

ゆ
«
故

立

：
場

样

：
；

^
來

先

£
本

，の

：
過

去

洛̂ 

#
省

、
^
じ

^
又

被

典

藤

令

使

の

辑

肆

<7
>
.汸
途

.
に

關

し̂

«
1恶

»
 

^
^:
^

^
れ

る

：
が

故

で

ぁ

名

|

#:
:

|

翁

1 1

聽

_

修

繼

» '
*

算
1

細
§

^

§

: »

證

#

;

_

-

,

ゾ

)̂
,

七

ッ

帝

の

‘歴

史

的

咖

殊

性

、

.一
:

#;
:數
の
世
界
經
$

者
ど
じ
へ
て
：著

者

の

：分

折

は

，

赌

に

餘

り

に

.も

所

謂

公
 

:
:
试
猶
的
仏
_

徵
に
蹁
ず
备
れ
感
を
免
¥

处
ぃ
^
.
そ
の
透
徹
ぜ
る
理
論
を 

誠
^:
^

^

^

證
的
膜
明
は

T

ド
イ
ジ
霞
主
義
の
歷
史
的
特
殊
性

i
:

を

,

そ
れ
はr

ド
イ
ッ
^m

主
義
め
特
#

の̂
根
一
兀
は
、

.
'e
l
れ

を

.
あ

く

ま

で

 

ド
イ
ツ
以
身
の
^

に̂
來
む
べ
き
で
あ
る」

と
し
、「

ド
イ
ツ
史
の
中
で 

,i

っ
い
最
近
ま
で
ド
イ
ッ
带
國
:1
-
:
義

の

特

殊

性

を

规

定

し

て

き

た

最

も

 

へ.®;
勸

め

^
蹩

は

、:'
-
'
,
ド

ず

ッ

：
め

エ

業

.
'

て
發
達
し
始
め
た
^
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た」

.

(

夫
々
本
課
沿
ニ
〇
页
並
に

基

高

.眞
ゼ
め
前
提
的
■

嫌

备

發

書

。：
.へ
マ
4

い
ま
そ
の
八
ホ
内
{
外
を
娶
し
く
紹
介
す
る
傾
を
避
け
る
た
め
に
、
木
迸
の 

私

：#

き
.

^

®M

主

義

の

腺

■

，

の

歴

史 

.
兮

氣

ー_

_

が

免

題'
の
#'

に
：、
：
：

^

众

淑

想

九

眞

る
.
0ハ
。

,:

•一
、ド
イ
ッ
'寒

a

s
後
進
性
' 

.

.

广
 

/
 

/

 

、

，
栖

七

(

§

ひ



‘

K'
イ
ツ
ヽ
帝
阐
、'̂
遨
の
歷
见
的
特
殊
愧
-
、

,.

ベ
、
尨
^

に
お
け
る
ブ
”

イ

セ

ン
别

地

路
、

,

〕

-,
.

、-
プ
”

イ
セ
ン
の
ド
イ
ツ
制
湖
と
プn

イ

セ

ン

粮

神
.

V

へ
.：，；

命

、
^

もV
:

ル

時

代

な

ド

沐

：ネ

潇

_

«

::
:
v
:

'(

；
こ
:^
:
:せ

イ

：ー
ツ
：
麗

主

義

の

.辨

證

法

的

轉

化

：，纪
^

六
、
ド
イ
ツ
带
關
、5{
;

.ぷ
、
ワ
イ
マ
ト
ル
政
府
、
闕
粹
卞
義
の
岛
進

.'

.
'
'
.
::
':,

-B
;>

ド
イ
ツ
か
.
；フ
.
ァ：(

ツ 

.へへ.
：
.

.

的

記

一

，

——
r
：?

に

お

い\

し
，

後

迎

响

と

し

て

の

ド

イ

ツ

帝

闯

h
^
.の 

:#
殊

性

が

識

史

收

に
®
明

ざ

脸
"：

お

^S
心
れ

に

«
致

す

_
猶

的

、
ま

#

ン
一
へ

へ
■•
:
|
1
|
:
*

大

戰

後

：の

社
#

_

の

凌

徽

を|

^

と
^

る
瓦
動
$
ノ
帘
國
主
蓊
化
へ
•'
,
'
. 

ハ
へ
：

枰
が
；>K
さ
れハ： .：

特
に
邻
七
項
：に
娘
时
る
^

%

つ
い
て
の
批
判
は
、-
極
め
て
半
純
で
あ
る
。

.

:'
:
;
:
:
'前
冲
、
^

屮

九12
|

:

紀

^

イ

が

资

本

兔

簌

呤

遲
 

尔
の
ゾ
ル
ジ
”

ア̂

^

を
し
て
‘

f̂
)5
c

勁
的
た
ら
し
め
、
そ
れ
が「
下
か 

ぐ
ら
の
1-
'

統
一i:.

令
斷
廣
せ
^

め
て
.
、
7°」

ロ'
イ
セ
：ン
に
4

る
；
上
.
か
ら
の」

■

:: 

'«

統
一
を
^

A

す
る
に
1'
:

つ
た

0
0

,さ
ら
に
そ
の
後
のg

内
煶
衆
の
發 

論

に

ぉ

ー

げ

：潘

選

〔

。
フ
ロ.イ
.氣

ゾ

颜

逖

路

」

ー：
.
.
の

遯

敗

が

チ
 

y

ル.
ジ
コ
r

と
封
迚
§

カ
’
の
介
體
を
站
礎
と
し
て
、
，ド
イ
ッ
> 

帝
剧
、ェ
.義

. 

め

皮

動

：的

性

格

贫

强

化

暴

：

.
の
：
に

铬

し

だ

事

"

.

他
而
、
'

ぞ
れ
.
は

芝

：本
ち
べ

,

:

}

 

,

A
 

.
•叫
’
八
'.(

‘
四

尺〕

ン
尔
間
精
神
の

援
を
得
て
對

外
的
に
は
、
武
力

に
ょ
る
闕
外
市
封
の
擴 

'■
■'■.
.汰
そ
2

^

土
:1
.
'
免
#

^

§

だ
侵
略
戰
の
.
提
超
に
向
技
も
め
仏
?If

、
'.

や
狀
て 

_:'
:
:
:そ
.

め
！P

於
_
1
:次
^

^
大
戰
や
勃
發
を

-
く
に
.
1
|
.
つ、た 

は
、
既
に
抑
知
の
琳
柄
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
叙
述
の
中
に
、
過
去
に 

お
け
る
n

.

:小
の
带
网
中
a

的
發
：速
の
經
過
に
お
け
る
多
く
の
類
似
沏
を
兑 

究
め
る
こ
と

が
出
來
る
と
典
に
、
こ
れ
に
對
す
る
批
判
的

分
析
の
规
つ
か 

の
某
准
を
觅
出
ナ
こ
と
が
»«
1

能
で
あ
る
。

後
卞
、
第
一
次
忡
思
火
戰
饺
、

；

九

一
八
苹
の
ド
ィ
ッ
社
矜
ギ
へ
||
1

)か
め 

然
と
し
て
ゾ
ル
ジ

”

ア

g
#

格
を
脫
刈
し
得
な
か
つ
た
^

か
ら
、
糾
粹

的
、
iK
N

、J:
Y-
吣
的
政
^

の
J4
m

-

-

-

-

-ナ
チ
ス
の
制
湖
が
ぬ
か
れ
、
そ
の
ド

に
お
け
る
ソ
ァ
ソ
シ
ヨ
带
姊
虫
義
の
出
现
が
歸
結
せ
ら
れ
る
。
菸
济
に
ょ 

ー
れ
ば
3

」

»

改
^

ン
シ
：ョ

舊

主

義

勿

极

本

的

农

游

殊

性

.
は
、
涂
然
た
る
：
 

:

蕾

連

翁

览

策

の

深
■

を

豫

七
1r

る
凡
ゆ
を
反
励
的
並
.
び
，に
.掠
_

的
' 

な
政
策
の
W

施
：に
求
^

，

f

れ
名
。.
ジ(

本
_

六
1

0

以
降
0

就
中
、
そ
み
' 

.
:經
濟
的
ず
歡
^

へ
銳
<'
;

へ「

霞
洗
義
的
獨
古
資
本
の
遽
制
夹
配

1

一
と
し
て 

規
定
せ
ら
れ
る
。

.

-
 

.

:
ハ
ー
ナ
：
チ
：

K
:

が

表

面

上

標
M

し
た
國
家
祀
禽
出
義
め
辦
態
が
、
,
疋
に
か
か
る 

i:
:.
0

で
本
火
.

筹

私

は

本

が

湖

遊

_

家
を
通
じ
て
自
已
の
權
W

 

. 

を
行
使
し
て
ゐ
た
。の
で
あ
る」

と
す
る
な
ら
：ば
、

あ
の■:.

飽
く
な
き
祉
艰

.
:
、
■
-
-
 

' 

.

.

.-

.

.

.

魅

ハ

そ

ね

で

令

ル

の

悲

劇

の

^
囚

は

ぃ

^

じ

べ

此

應

ば

胚

胎

し

^ -
を

^

^

、 

と

見

て
A
い

で

あ

ら

ぅ

ゃ

か
、
る

分
析
か
，ら
、

乾
1̂

が
戰
後
の
ド
ィ
ッ
國
民
に
對
し
て
奶
绍
す
る 

所
は
、
ナ
チ
ぞ
の
灾
呪
を
恕
し
て
昀
ら
鉍
略
職
&
に
熱
狂
し
た
こ
と
に
對 

.
す
る
偾
ひ
わ
眞
茈
な
る
.
段
迚
生
義
^

^

民
と
.
じ
亡
^

苒
生
.

^

^

^
0:
:'
:
'
_
:
:
\ 

.::广

わ
が
國
^

沐
、ハ同：じ
敗
戰
の
冷
繁
現
禅
に
あ

^:
.

K
、
'.

驗
罪

^

建
し
へ 

を
^

^-

っ
ぷ
あ
^

:
.: ^
:
:
. 

り
-;
;:
-
-:;
:
:

他
思
大
戰
後
の
ド
ィ
ッ
の
il
l
!つ
た
^

か
ら
、

紐
撤
の
難
を
避
け
ん
と
の
楚 

岡
な
意
淑
を
以
て
、
充
分
の
批
判
と
反
辑
の
紂
料
と
汲
み
取
る
こ
と
が
肝 

:寒

で

あ

*-
-):ぅ

..
°

ノ； 
'
. 
V 

V

^
 

'ぐo

」

■.
'

V

:

;

:'. 

.

:■
;
■; 

:

ハ
常
時
と
现
布
の
國
際
政
治
、
睡
濟
環
掩
对
|

:

加

え

：
て

各

國

辦

情

の

..： 

.

#

殊

蚀

；は
.
本

書
..に
.
お
.
け

る
'
ヴ
.
ァ
'

ル
'
.
.ガ̂

0

^

析

そ''
0
^

^
^
^
^

、

.4
'
'
'
:
の

.
で

ば

なV'
，
に

し
.

\

し

:^
:'

-,民

速

.■々
_
平

..
和

國

.家
と

'し
....

ー
ん
め.興
建

を
'擔
.ふ
：.-
; 

わ

が

阙

以

と

し

て

、

.1

つ

で

も

多

く

め

批

判

的

意

見

に

邛

を

藉

す

べ

き

と

、 

、
め

心

構

，
ぞ

ゎ

贫

ふ

だ

灰

ば

ノ

本

.

の

譽

--
*
.睛

ゼ

値
.
-
-
^
主

：
^

本

臀

ナ
 

』

ヵ

ら

:̂
本

帝

^
生

藥

の

分_析
批

判

：
に

：

0

,い
.て
.多
く

の

も^
、ふ
.こ
.と
が
!̂

來
 

た

」

と

の

！

I

渚

の

畝

後

感

に

共

嗚

す

る

所

以

で

あ

る

o.(

新

興

出

版

社

刊

. 

炝

俏

六

8

。

.

. 

■

〔

附

記
>

 

木

課迸
！！

頭
§

&

に

お

い

て

、
I

は

第

，

一

次
1|
|

:

晁
.

ベ：
.,'

大

戰

に

い

た
.る

ま

で

が'K

ィ
,5
>

資

本

主

義

の
.
歷

史

に_

し

公
.補

足

的

說:'
' 

V

':'
;
'
.

明

を

附

肌

じ

宪

を

ら

れ

^

:

:

但
.1>

本
書
原
論
文
の
出
所
が
明
記
さ
れK

,
. 

■

を
ち
及
い
こ
と
は
、
聊
か
造
憾
で
あ
る
。

-

,

.

.ぐ

.
- 

.-'a 
九

pH
六

•

一
 
〇

•

一
 
七)

.'

前

號

Q

,

?s
n
 

次

.

，

諭

.

：
.說

.

‘

徳
川
她
姐
制
鹿
の

0
0.

.

.

.

.

.

.

.

.

财
村
銥
太
郎

屮
1I
L
-後
期
獨
逸
都
市
の
总
義

.

.

.

.

.

.
商
村
象

‘平

_

資料

'
:姻评
經
濟
许
魯
解
題
.、……

レ
:
:
:
.
.
.
•
.

，ベ
：
:
•篇
橋

誠

’
ナ
郎

ー‘千
八

?|
十
六
"キ
鼢
ジ
エ

|
ン
.
マ—

セ
ツ 

ト
夫
人
郛

「

鸫
濟
彤
に
關

す
る

妗
*:
:
r
-
i
j 

マ
ル
ク
ス
的
思
想
の
系
譜

…

.

.

.

.

.

.

.

平

井

新

迚
榷
町
、
迚
张
他
、
迚
依
商
人

.

.

.

.

.

.
价

藤

彌

之

助

.，

.
’
l
l
i;
!

#

#

雜
■誌
第

1
1
1士

九

證
：
a
 
次

：

•':
.",
ふ

四
九

C

四

九'0


